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「議員活動に役立つハラスメント対策」
場所：利府町文化交流センター（リフノス）文化会館

株式会社メンタル・リンク　代表取締役社長　宮本　剛志　氏

山本　陵二 さん
（吉ケ沢）

りょう じやまもと

大
郷
町
へ
の

　
　

 

移
住
と
今
後
の
展
望

大
郷
町
へ
の

　
　

 

移
住
と
今
後
の
展
望

　
2
0
2
5
年
３
月
、
家
族
３
人
で
大
松
沢
に
移

住
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
で
30
歳
を
迎
え
ま
す
。

移
住
し
て
ま
だ
半
年
ほ
ど
し
か
経
過
し
て
お
り
ま

せ
ん
の
で
、
大
郷
町
が
ど
の
よ
う
な
町
な
の
か
、

ま
だ
十
分
に
理
解
で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
大
郷
町
は
大
き
な
変
化
の
時

期
に
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
大
郷
町

に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

20
代
か
ら
40
代
の
若
い
世
代
が
、
町
を
牽
引
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。
若
い
世
代
が

中
心
と
な
り
、
自
分
た
ち
の
町
を
自
分
た
ち
の
手

で
活
性
化
さ
せ
、
人
が
集
ま
る
町
に
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　
私
自
身
も
、
ど
の
よ
う
な
形
で
町
に
貢
献
で
き

る
か
を
考
え
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
力
に

な
れ
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
に
は
新
米
、

梨
、
栗
、
里
芋
な
ど
所

狭
し
と
並
ん
で
い
ま
す
。

私
は
ね
っ
と
り
食
感
の

里
芋
が
大
好
き
で
す
。

︵
ね
っ
と
り
が
嫌
い
と

い
う
人
も
多
い
で
す

ね
︶

　
こ
れ
か
ら
寒
く
な
り

ま
す
。
寒
さ
対
策
を

し
っ
か
り
し
て
体
調
崩

さ
な
い
よ
う
、
ご
自
愛

願
い
ま
す
。鈴

木
　
安
則

　
最
近
、
日
中
の
日
差

し
が
強
い
も
の
の
め
っ

き
り
朝
夕
が
涼
し
く
な

り
ま
し
た
。

　
こ
の
間
ま
で
の
猛
暑

が
う
そ
の
よ
う
で
す
。

皆
さ
ん
、
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。
秋

と
い
え
ば
、
秋
の
味
覚
。

皆
さ
ん
は
ど
ん
な
食
べ

物
を
想
像
し
ま
す
か
。

正確で解りやすくをモットーに
より良い紙面づくりを目指します！

編
集
後
記

宮城県町村議会議員セミナー８/４

「インタビュー記事を足して 読まれる広報紙にしよう」

場所：LINE CUBE SHIBUYA（渋谷公会堂）

インタビューライター　丘村奈央子　氏

「スマートフォンを活用した撮影技術・動画作成の基本
　　　　　　　　  　 ～一人でもできる撮影ノウハウ、インタビュー撮影技術～」

映像講師・映像ディレクター・（公社）日本広報協会 広報アドバイザー　渡川　修一　氏

「議会活性化と連動した広報紙づくり
　　～住民の政治参加をうながすツールに～」

福岡県大刀洗町議会　議会広報委員会　委員長　平山　賢治　氏

町 村 議 会 広 報 研 修 会8/28
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町民１人当たりの預金と借金

預金は各種基金、借金は町債としています。

令和６年度末の人口で算出しています。

84万
1千円

借金
預金
54万
4千円

●粕川地区防災コミュニティセンター建築工事　4億291万円

●こども園、小・中学校バス運行経費 6834万円

●小・中学校、保育園など給食費無償化補助金 　3579万円

●すこやか子育て医療費助成 3265万円

●多面的機能活動組織交付金 5488万円

●中村急傾斜地崩壊対策事業 4214万円

●割り増し商品券発行事業 549万円

●成田橋橋梁修繕工事 1億8426万円

主 な 事 業主 な 事 業

令和６年度
一般会計　決算

0

5

10

15

20

25
（%）

（%）

歳 出  64億2570万円
（翌年度繰越額３億3822万円）　

依存財源

40億7816万円

スクールバス運行業務、
奨学金貸付金、文化財保護費など

高齢者・障害者福祉費、
保育事業負担金、児童館運営費など

生活道路維持管理費、除融雪業務、
町道補修工事、町営住宅建設費、緊急浚渫工事など

予防接種、検診、ごみ処理、
公立黒川病院負担金など

農畜産業振興費、
開発センター・縁の郷管理費、
強い農業・担い手づくり総合支援
交付金など

地方譲与税、
ゴルフ場利用税
交付金など

町有財産管理費、
住民バス管理費、
庁舎建設基金
積立金など

国から交付されるお金

国・県・借入金に
頼ったお金

自主財源

28億4231万円

町自らが収納
・徴収できるお金

●各種会計歳出決算額●

一　　般　　会　　計

合　　計

※1万円未満は四捨五入
基金残高　　起債残高（水道事業会計・下水道事業会計を除く）

※起債残高については、令和６年度より下水道事業会計を除いているため、大幅に減少しています。

会　計　別 令和６年度決算

64億2570万円

9億5530万円

11億5698万円

1億835万円

2288万円

2億3835万円

9480万円

3億6172万円

1億7949万円

95億4356万円

特 

別 

会 

計

下
水
道

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

宅 地 分 譲 事 業

収 益 的 支 出

資 本 的 支 出

収 益 的 支 出

資 本 的 支 出

水
道

基金残高・起債残高の推移

一般会計 歳 入  69億2047万円一般会計

令和４年度 令和６年度令和５年度

　
令
和
７
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
12
日
か
ら
30
日
ま
で
の
19
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
た
。

令
和
６
年
度
決
算
を
審
議
し
、
一
般
会
計
、
４
つ
の
特
別
会
計
お
よ
び
水
道
事
業
・
下
水
道
事

業
を
含
む
、
総
額
95
億
円
の
決
算
を
認
定
し
た
。︵
採
決
結
果
一
覧
は
Ｐ
９
、
Ｐ
13
に
掲
載
︶

　令和６年度一般会計の決算は、歳入は前年度より６７３５万円減、歳出は前年度より
８４６９万円増となっている。また、歳入歳出差引額は４億９４７７万円であった。

町民税、固定資産税、
軽自動車税など

国・県からの補助金

借りたお金の
返済など

34億700万円
39億6100万円36億4000万円

65億2000万円 62億3000万円
69億1000万円

復興推進、子育て支援等へ復興推進、子育て支援等へ

災害
復旧費

250万円
（0.0％）
250万円
（0.0％）

商工費 議会費 消防費 農林
水産業費

衛生費 教育費 公債費 民生費 土木費 総務費

4167万円
（0.7％）
4167万円
（0.7％）

8830万円
（1.4％）
8830万円
（1.4％）

2億1860万円
（3.4％）
2億1860万円
（3.4％）

3億1466万円
（4.9％）
3億1466万円
（4.9％）

4億3190万円
（6.7％）
4億3190万円
（6.7％）

4億7278万円
（7.4％）
4億7278万円
（7.4％）

5億7302万円
（8.9％）
5億7302万円
（8.9％）
5億7302万円
（8.9％）

12億9762万円
（20.2％）
12億9762万円
（20.2％）

14億902万円
（21.9％）
14億902万円
（21.9％）

15億7563万円
（24.5％）
15億7563万円
（24.5％）

繰越金 その他の
依存財源

使用料、 
手数料など

繰入金 町債 国・県
支出金

町税 地方
交付税

2億680万円
（3.0％）
2億680万円
（3.0％）

4億1238万円
（6.0％）
4億1238万円
（6.0％） 4億8158万円

（6.9％）
4億8158万円
（6.9％）

6億4366万円
（9.3％）
6億4366万円
（9.3％）

6億7029万円
（9.7％）
6億7029万円
（9.7％）

15億1027万円
（21.8％）
15億1027万円
（21.8％）

17億187万円
（24.6％）
17億187万円
（24.6％）

12億9362万円
（18.7％）
12億9362万円
（18.7％）

20

30

40

50
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安
全
・
安
心
な
生
活
環
境
を

生
活
の
利
便
性
向
上
を

問
　
河
川
敷
が
浸
水
す
る
こ
と

は
想
定
内
か
。

答
　
あ
る
程
度
の
浸
水
は
許
容

し
て
い
く
が
、
河
道
掘
削
な
ど

の
効
果
に
よ
り
浸
水
す
る
頻
度

が
減
っ
て
い
る
。

か
わ
ま
ち
づ
く
り
事
業

問答

問
　
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

答
　
隣
接
の
民
間
施
設
が
競
売

中
。
民
間
施
設
が
ど
の
よ
う
に

活
用
さ
れ
る
か
に
よ
っ
て
、
ふ

れ
あ
い
の
家
の
動
向
も
決
ま
っ

て
い
く
。

問
　
芝
管
理
の
費
用
対
効
果
は
。

答
　
利
用
者
に
安
全
に
使
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
芝
管
理
の
経

費
は
必
要
。

　
　
エ
ア
コ
ン
設
置
の
考
え
は
。

答
　
各
施
設
に
設
置
は
必
要
だ

が
、
結
構
な
費
用
が
か
か
る
。

優
先
順
位
を
考
慮
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問
　
要
望
し
な
い
と
設
置
さ
れ

な
い
の
か
。

答
　
基
本
的
に
は
地
区
か
ら
要

望
が
あ
っ
た
箇
所
に
設
置
と
な

る
。

問
　
指
定
管
理
者
の
募
集
は
。

答
　
１
月
に
指
定
管
理
者
の
公

募
を
行
っ
た
が
、
応
募
者
が
い

な
か
っ
た
。
で
き
る
だ
け
早
く

指
定
管
理
者
を
選
定
し
て
い
き

た
い
。

問
　
主
要
な
道
路
以
外
に
も
設

置
を
。

答
　
１
カ
所
設
置
す
る
と
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
も
含
め
て
約
50

万
円
か
か
る
状
況
。
設
置
場
所

も
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

問答

問答問答

問答

公
共
施
設

防
犯
灯

野
球
場

老
人
ふ
れ
あ
い
の
家

縁
の
郷

防
犯
カ
メ
ラ

問答

問
　
区
長
会
議
で
の
意
見
は
。

答
　
行
政
区
を
統
合
す
べ
き
な

の
か
、
そ
の
ま
ま
で
よ
い
の
か
、

話
し
合
い
を
行
っ
た
。
慎
重
に

対
応
し
て
い
く
課
題
だ
が
、
早

め
に
方
針
を
出
せ
れ
ば
と
思
う
。

問
　
委
員
の
人
選
は
。

答
　
手
上
げ
方
式
だ
が
、
幅
広

い
構
成
と
な
っ
て
い
な
い
。
会

議
の
曜
日
や
時
間
帯
も
含
め
、

オ
ー
プ
ン
な
形
で
よ
り
多
く
の

人
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
。

政
策
審
議
会

行
政
区
の
再
編

問答問答

問
　
貸
付
額
の
上
限
を
４
万
円

か
ら
上
げ
る
考
え
は
。

答
　
国
が
日
本
学
生
支
援
機
構

な
ど
を
通
じ
て
行
っ
て
い
る
奨

学
資
金
な
ど
は
上
限
が
４
万
円

と
な
っ
て
お
り
、
町
の
上
限
額

が
低
い
と
は
考
え
て
い
な
い
。

問
　
米
の
価
格
高
騰
の
影
響
は
。

答
　
米
は
県
の
学
校
給
食
協
会

を
通
し
て
購
入
し
て
い
る
。
１

食
あ
た
り
10
円
以
上
値
上
が
り

し
て
い
る
。

問
　
隊
員
の
選
任
方
法
は
。

答
　
必
要
と
し
て
い
る
人
材
を

募
集
し
、
応
募
を
い
た
だ
き
、

審
査
、
面
接
を
し
て
採
用
す
る

形
が
基
本
に
な
る
。

問
　
継
続
し
て
実
施
し
て
は
。

答
　
周
年
ま
つ
り
と
し
て
盛
大

に
実
施
し
、
花
火
も
多
め
に
打

ち
上
げ
好
評
だ
っ
た
。
実
行
委

員
会
で
は
５
年
に
１
回
の
夏
祭

り
と
位
置
付
け
て
い
る
。

問
　
結
婚
ま
で
つ
な
げ
て
い
け

る
の
か
。

答
　
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
れ
た
方
に

は
、
お
付
き
合
い
を
継
続
す
る

方
法
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
る
。

問
　
１
人
目
に
１
万
円
、
２
人

目
に
２
万
円
な
ど
を
支
給
す
る

制
度
を
変
更
す
る
考
え
は
。

答
　
出
産
一
時
金
と
し
て
５
万

円
前
後
を
考
え
て
い
る
。
出
産

祝
金
の
制
度
も
合
わ
せ
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問
　
開
催
方
法
を
見
直
す
考
え

は
。

答
　
年
々
出
席
者
が
減
っ
て
い

る
の
で
、
見
直
し
な
ど
を
考
え

た
方
が
よ
い
と
の
話
は
出
て
い

た
。
今
後
検
討
し
て
い
く
。

問
　
１
人
目
に
１
万
円
、
２
人

目
に
２
万
円
な
ど
を
支
給
す
る

制
度
を
変
更
す
る
考
え
は
。

答
　
出
産
一
時
金
と
し
て
５
万

円
前
後
を
考
え
て
い
る
。
出
産

祝
金
の
制
度
も
合
わ
せ
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問
　
開
催
方
法
を
見
直
す
考
え

は
。

答
　
年
々
出
席
者
が
減
っ
て
い

る
の
で
、
見
直
し
な
ど
を
考
え

た
方
が
よ
い
と
の
話
は
出
て
い

た
。
今
後
検
討
し
て
い
く
。

問答

問答問答

お
お
さ
と
ま
つ
り

奨
学
資
金
貸
付

給
食
セ
ン
タ
ー

地
域
お
こ
し
協
力
隊

敬
老
会

問答 婚
活
イ
ベ
ン
ト

出
産
祝
金

問答問答問答

▲祭りで町に活気を

▲幅広い世代の参加を

▶
子
育
て
応
援
、
初
め
の
一
歩

▶
整
備
が
進
む
河
川
敷

▶
早
め
の
暑
さ
対
策
を

▶
競
技
人
口
の
増
加
に
期
待

問答

一般会計・特別会計 ・事業会計予算一般会計・特別会計 ・事業会計予算

徹徹 底底 検検 証証　令和６年度の決算を審査するため、特別委
員会を設置し、５日間にわたり各課ごとに質
疑応答を行い、慎重審議・検証しました。
　本会議では委員会審査報告の後、一般会計
および各種会計を認定しました。 佐々木 和夫 委員長

▶
再
開
が
待
た
れ
る
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問　受診率向上の考えは。
答　罹患者の方の意見を伺い、受診を勧奨する

チラシを作成して配布した。

問
答

引き続き各種検診の受診率向上に努め
られたい。

問　地域公共交通協議会でどのような対応をす
るのか。
答　地域公共交通の計画を作成し、実証実験を

行う。

問

答

総合的な公共交通体制を早期に構築さ
れたい。

問　有害鳥獣対策の強化を求める。
答　猟友会の方と調整を図り、各種補助金を活

用しながら、被害対策に努めていく。

問
答

有害鳥獣対策のさらなる強化に努めら
れたい。

ごみ不法投棄の対策強化に努められたい。

問　どのぐらいの長さが残っているか。
答　180ｍ残っている。今年度１件対応予定で、

20m弱対応する。

問
答

危険ブロック塀の早急な撤去に努めら
れたい。

問　旧大郷牧場の活用方針が定まっていないが。
答　維持管理費や借地料を払っていくというこ

とには疑問がある。

問
答

「旧大郷牧場・ふれあい農園」の利活用
について、早急に方向性を示されたい。

問　介護保険料が高いので引き下げてほしいと
いう声がある。
答　保険料が高いのは重々承知しているが、な

かなか下げる余地もない。

問

答

介護保険料の見直しを図られたい。

問　不法投棄の対策は。
答　過去に不法投棄の実施が見られた現場に看

板などの設置を行っている。

問
答

問　不納欠損にならないための対策は。
答　執行停止の処分後も資力回復調査を行い、

生活再建ができているか毎年確認している。

問
答

不納欠損に至らないように引き続き努力
されたい。

推奨推奨

問　町道の白線が消えている箇所が目立っている。
答　計画的な修繕を行っていきたい。

問
答

町道の計画的な維持管理を図られたい。

問　児童生徒の学力・体力向上のために努力が
必要では。
答　校内研究という形で研修会を行っている。

問

答

学力・体力向上に向けた積極的な取り
組みに努められたい。

推進推進

推進推進

推進推進

推進推進

問　米袋など町独自のパッケージは。
答　各法人が米袋の在庫を持っているため、対

応が難しい。

問
答

ふるさと納税返礼品の種類を充実し、
寄付金の確保に努められたい。

強化強化

強化強化

改善改善

強化強化

強化強化

問　今の状況は。
答　消防団員は定数310名に対して、207名と

なっている。交通指導隊員は定数25名に対し

て、７名となっている。

問
答

消防団員・交通指導隊員の定数確保に
努められたい。

強化強化

問　空き家バンクの登録件数を増やす努力は。
答　登録件数は少ない。空き家アドバイザー協

議会と連携していく。

問
答

官民連携による空き家の有効活用を図
られたい。

問　今の車から８人乗りとか、乗りやすい車に
買い替えることは。
答　今後の検討としている。

問

答

ふれあい号の利便性の向上に努められ
たい。

推進推進

問　地域だけではなく、大郷の問題として考え
てほしい。
答　町全体として保存・継承をしなければいけ

ない。

問

答

無形文化財の継承に努められたい。

推進推進

改善改善

改善改善改善改善

改善改善

問　基金の目標額はいくらか。
答　15億円〜20億円を目指す。

問
答

庁舎建設基金の目標額を示されたい。

町当局へ町当局へ町当局へ町当局へ 17 項目の意見を提言項目の意見を提言項目の意見を提言
介護保険料見直しを

有害鳥獣対策の強化を

不法投棄対策の強化

老朽化した施設の更新と漏水調査を継
続し、有収率の向上に努められたい。
問　水道施設の点検やメンテナンスの対応は。
答　業者と相談し、予算が必要であれば検討し

ていきたい。

問
答

施設の更新と漏水調査

返礼品充実で寄付確保を検診受診率の向上

公共交通体制の構築

危険ブロック塀の撤去を

旧牧場・ふれあい農園の利活用

庁舎基金の目標

不納欠損の未然防止を

町道の維持管理

学力・体力向上の推進を

団員、隊員の定数確保を

ふれあい号の利便性向上を

無形文化財の保存継承を

官民連携で空き家活用
▲利用者が減少したふれあい農園

▶
利
便
性
の
向
上
を
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特

　別

　会

　計

よ
り
効
果
的
な
事
業
推
進
を

よ
り
効
果
的
な
事
業
推
進
を

監
査
委
員
の
意
見
︵
要
約
︶

一
般
会
計

　
全
て
の
会
計
に
お
い
て

黒
字
決
算
と
な
っ
た
が
、

依
然
と
し
て
財
政
を
取
り

巻
く
環
境
は
厳
し
く
予
断

を
許
さ
な
い
。

　
今
後
の
財
政
運
営
に
あ

た
っ
て
は
、
物
価
高
騰
が

常
態
化
し
先
行
き
が
不
透

明
な
経
済
情
勢
で
あ
る
が
、

町
民
の
負
託
に
応
え
未
来

あ
る
大
郷
町
に
向
け
て
、

財
政
健
全
化
を
進
め
る
と

と
も
に
、
限
り
あ
る
財
源

を
最
大
限
に
有
効
活
用
し

積
極
的
な
事
業
推
進
を
図

ら
れ
た
い
。

国
民
健
康
保
険
・
後

期
高
齢
者
医
療
・
介

護
保
険
各
特
別
会
計

　
保
険
給
付
費
が
増
加
し

て
い
る
。
各
種
検
診
や
保

健
指
導
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
地
域
支
援
事
業
の

推
進
を
図
ら
れ
た
い
。

宅
地
分
譲
事
業
特
別

会
計

　
事
業
に
つ
い
て
は
令
和

４
年
度
を
も
っ
て
一
旦
終

了
。

水
道
事
業
会
計

　
引
き
続
き
漏
水
調
査
と

建
設
改
良
事
業
の
推
進
に

よ
り
、
安
心
・
安
全
な
給

水
を
図
ら
れ
た
い
。

下
水
道
事
業
会
計

　
公
共
水
域
の
水
質
保
全

お
よ
び
町
民
の
生
活
様
式

改
善
の
た
め
、
水
洗
化
の

促
進
に
努
め
ら
れ
た
い
。

改
善
・
要
望

・
振
替
代
休
の
時
間
外
勤
務
手

当
で
の
精
算
が
散
見
さ
れ
た

の
で
、
事
務
体
制
を
改
善
し

健
全
な
職
場
づ
く
り
を
図
ら

れ
た
い
。

・
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
積

算
の
誤
り
や
欠
落
に
注
意
を

払
わ
れ
た
い
。

・
収
入
未
済
金
に
つ
い
て
、
さ

ら
な
る
収
納
成
果
の
向
上
を

図
ら
れ
た
い
。

・
消
防
団
員
と
交
通
指
導
隊
員

の
加
入
促
進
を
図
ら
れ
た
い
。

・
有
害
鳥
獣
対
策
の
強
化
を
図

ら
れ
た
い
。

・
新
公
会
計
を
見
据
え
た
備
品

台
帳
の
整
理
を
図
ら
れ
た
い
。

・
町
道
の
未
登
記
案
件
の
解
消

を
図
ら
れ
た
い
。

議案採決結果一覧表

石
垣
正
博

高
橋
重
信

熱
海
文
義

田
中
三
惠
子

金
須
新
一

鈴
木
恵
子

佐
々
木
和
夫

赤
間
則
幸

鈴
木
利
博

鎌
田
暁
史

赤
間
繁
幸

鈴
木
安
則

採
決
結
果

議　　　　案　　　　名
（略　称）

分

　類

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

一般会計 64億2570万円

国民健康保険 9億5530万円

介護保険 　11億5698万円

後期高齢者医療 　1億835万円

宅地分譲事業 　2288万円

下水道事業　①収益的支出：3億6172万円
　　　　　　②資本的支出：1億7949万円

水道事業　　①収益的支出：2億3835万円
　　　　　　②資本的支出：9480万円

決

算

認

定

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

-

-

-

-

-

-

-

○：賛成　　●：反対　　継続：継続審査　　退：退席　　欠：欠席
※可否同数でない限り、議長（石垣正博）は採決に加わらない。

反
対
討
論

鎌
田
　
暁
史 

議
員

認
定
第
１
号

　

  

予
算
へ
の
指
摘
が

　
　
　
　
　
　反
映
さ
れ
ず

　
令
和
６
年
度
の
一
般
会
計
予
算
に
対
す
る
反

対
討
論
で
指
摘
さ
れ
た
事
項
が
盛
り
込
ま
れ
な

い
ま
ま
で
決
算
と
な
る
た
め
認
定
に
は
反
対
す

る
。

　
以
下
を
要
望
す
る
。

①
水
道
料
金
の
引
き
下
げ

②
介
護
保
険
料
を
引
き
下
げ
る
た
め
の
検
討
、

取
り
組
み

　
ス
マ
ー
ト
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
︵
Ｓ
Ｓ
Ｐ
︶
構

想
の
賛
否
を
問
う
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
予
算
に
は

疑
念
が
残
る
。

　
町
議
会
解
散
の
賛
否
を
問
う
住
民
投
票
予
算

を
当
年
度
に
繰
り
越
す
こ
と
は
容
認
で
き
な
い
。

施
策
の
効
果
と
課
題
は

問

　昨
年
度
の
施
政
方
針
に
あ
る

「
雇
用
の
確
保
」
や
「
地
域
活
性

化
」
に
つ
い
て
、
主
要
な
施
策
と
課

題
は
。

答
　
か
わ
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
含
む

ス
マ
ー
ト
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
構
想
や

前
川
圃
場
整
備
事
業
、
企
業
誘
致
、

子
育
て
支
援
の
強
化
な
ど
、
町
全
体

の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
た
め
の
政
策

を
実
施
し
て
き
た
。
し
か
し
、
民
間

企
業
と
の
連
携
、
住
民
理
解
の
促
進
、

財
政
的
課
題
な
ど
の
課
題
が
伴
っ
て

お
り
、
こ
れ
ら
を
い
か
に
克
服
す
る

か
が
今
後
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

問答 鎌
田
　
暁
史 

議
員

一般議案

9月定例会

【議案第40号】
大郷町職員の育児休業等に関する条例の一部改正について
　　子の年齢に応じた柔軟な働き方を実現するための措置を講じる内容への改正

【議案第41号】
特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正
について
　　部活動地域展開推進協議会の会長及び委員の報酬を追加

【議案第42号】
大郷町企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正について
　　地方公務員の育児休業等に関する法改正に伴う条例改正

令
和
６
年
度
　
大
郷
町
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
１
号

令
和
６
年
度
　
大
郷
町
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

一般議案は条例の一部改正３件について審議し、原案

どおり可決しました。ほか２件の報告がありました。
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▲通勤・通学の安全のために

▲かわまちづくり事業イメージ

▲安心して歩けるまちに

今回の主な
めだま

　令和７年度一般会計補正予算（第４号）は歳入歳出それぞれ２億1311万

１千円を、（第５号）は2000万円を追加し、歳入歳出それぞれ59億1571万３

千円となった。

安心安全なまちづくり

町道補修工事

整備手法の比較検討

【類型ごとの概要】

　　公設公営…町の計画・仕様での発注で民間ノウハウを活用

する余地が限定的になるが、直営のため、町の

意向を反映できる

　　公設民営…設計段階から民間ノウハウを活用でき、指定管

理者の選定や運営に町の意向を反映できる

　　民設民営…設計段階から民間ノウハウを活用できるが、商

業ベースでの運営が前提となり、町の意向が反

映しづらくなる

　　⇒時流や世相に合わせた柔軟な経営をしつつ、町の意向

を反映し町民福祉の向上を図る公設民営方式の検討を

深める

2090
万円

7215
万円

除融雪業務

　

旧櫻井家西側排水工事

2000
万円

かわまちづくり事業実施計画業務

541
万円

9月定例会
補正予算

問　排水施設工事の具体的な内容は。

答　敷地西側の法面から隣接する土地に土砂、

落ち葉、雨水の流入がある。排水路の整備、

木の伐採、法面の整形など最低限の工事を行

う。

交流拠点施設エリア

西隣家側法面西隣家側法面
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議案採決結果一覧表

石
垣
正
博

高
橋
重
信

熱
海
文
義

田
中
三
惠
子

金
須
新
一

鈴
木
恵
子

佐
々
木
和
夫

赤
間
則
幸

鈴
木
利
博

鎌
田
暁
史

赤
間
繁
幸

鈴
木
安
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採
決
結
果

議　　　　案　　　　名
（略　称）

分
　
類

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

報告のみ

９
　
　
　
　
月
　
　
　
　
定
　
　
　
　
例
　
　
　
　
会

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

○：賛成　　●：反対　　継続：継続審査　　退：退席　　欠：欠席
※可否同数でない限り、議長（石垣正博）は採決に加わらない。

（↑）は増額、（↓）は減額

報告第10号

報告第11号

議案第40号

議案第41号

議案第42号

議案第43号

議案第44号

議案第45号

議案第46号

議案第47号

議案第48号

議案第49号

請願第２号

委発第２号

健全化判断比率について

資金不足比率について

職員の育児休業等に関する条例の一部改正について

特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償に関す
る条例の一部改正について

企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改
正について

一般会計（第４号）
 58億9571万円（2億1311万円↑）

国民健康保険（第２号）
 10億1580万円（3563万円↑）

介護保険（第２号）
 11億9053万円（1139万円↑）

後期高齢者医療（第１号）
 1億1061万円（109万円↑）

水　道　事　業　会　計（第２号）
　①収益的支出：2億9814万円（1437万円↑）
　②資本的支出：1億8866万円（880万円↑）

下　水　道　事　業　会　計（第１号）
　①収益的支出：3億6469万円（124万円↑）

一　般　会　計（第５号）
 59億1571万円（2000万円↑）

「診療報酬及び介護報酬の抜本的引上げ等による労働
者の処遇改善と医療機関や介護施設の経営改善を求め
る意見書」提出についての請願

診療報酬及び介護報酬の抜本的引上げ等による労働者
の処遇改善と医療機関や介護施設の経営改善を求める
意見書（案）について

補

　
　
　正

　
　
　予

　
　
　算

特

　別

　会

　計

  

大郷町企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正について  

午前10時～

ライブ中継と録画を動画
サイト「YouTube（ユー
チューブ）」にて、配信し
ています。右記のQRコー
ドよりご覧になれます。

次回
定例会

12月2日㈫から

12月5日㈮まで
みなさんの傍聴をお待ちしています。
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令和７年11月

№220
おおさとおおさと
みんなの議会みんなの議会

賛
成
討
論

診
療
・
介
護
報
酬
の
引
上
げ
を

　
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
か
ら
、
物
価
高
が
始
ま
り
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
飲
食
店
業
界
を
始
め
、
倒
産
す
る
事

業
者
が
ま
す
ま
す
増
え
て
い
る
。

　
２
０
２
４
年
問
題
で
の
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
や
様
々
な
業
界

で
の
人
手
不
足
も
あ
り
、
昨
今
で
は
、
資
材
高
騰
が
悪
影
響

を
与
え
、
業
種
問
わ
ず
倒
産
す
る
事
業
者
が
続
発
し
て
い
る

こ
と
は
、
皆
さ
ん
ご
承
知
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
い
つ
ま

で
続
く
か
先
が
ま
だ
見
え
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
決
し
て
医
療
業
界
だ
け
が
例
外
で
は
な
く
、
継
続
し
て
い

く
の
に
は
、
診
療
報
酬
や
介
護
報
酬
の
見
直
し
は
必
要
不
可

欠
な
状
況
で
あ
る
。

　
民
間
事
業
者
に
も
同
様
に
賃
金
ア
ッ
プ
は
必
要
と
思
わ
れ

る
が
、
ま
ず
は
、
私
た
ち
が
生
活
し
て
い
く
上
で
、
病
気
・

ケ
ガ
は
、
い
つ
遭
遇
し
て
も
お
か
し
く
な
い
。
よ
っ
て
、
ま

ず
は
医
療
事
業
者
を
救
う
た
め
に
も
今
回
の
請
願
書
に
は
賛

成
す
べ
き
と
考
え
る
。

鈴
木
　
利
博 

議
員

請
願
第
２
号

　「
診
療
報
酬
及
び
介
護
報
酬
の
抜
本
的
引
上
げ
等

に
よ
る
労
働
者
の
処
遇
改
善
と
医
療
機
関
や
介
護
施

設
の
経
営
改
善
を
求
め
る
意
見
書
」
提
出
に
つ
い
て

の
請
願

願
請

︹
意
見
書
名
︺

 

診
療
報
酬
及
び
介
護
報
酬
の
抜
本
的
引

上
げ
等
に
よ
る
労
働
者
の
処
遇
改
善
と
医

療
機
関
や
介
護
施
設
の
経
営
改
善
を
求
め

る
意
見
書

︹
提
出
先
︺
　
衆
議
院
議
長

　
参
議
院
議
長

　
内
閣
総
理
大
臣

　
財
務
大
臣

　
厚
生
労
働
大
臣

　
内
閣
官
房
長
官

　「
診
療
報
酬
及
び
介
護
報
酬
の
抜
本
的
引
上
げ
等
に
よ
る
労
働
者

の
処
遇
改
善
と
医
療
機
関
や
介
護
施
設
の
経
営
改
善
を
求
め
る
意
見

書
」
提
出
に
つ
い
て
の
請
願
を
教
育
民
生
常
任
委
員
会
に
付
託
し
た

結
果
「
採
択
す
べ
き
も
の
」
と
決
定
。
こ
れ
に
基
づ
き
本
会
議
で
採

決
し
た
結
果
、
全
会
一
致
で
採
択
と
な
っ
た
。

国
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た

【
委
発
第
２
号
】

提
案
者

　教
育
民
生
常
任
委
員
長

 

田
中
三
惠
子

賛
成
者

 

鈴
木

　安
則

　
　
　
　
　
　赤
間

　繁
幸

　
　
　
　
　
　鈴
木

　利
博

　
　
　
　
　
　赤
間

　則
幸

　
　
　
　
　
　金
須

　新
一

意
見
書
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災
害
時
の
指
定
避
難
所
と

し
て
指
定
さ
れ
た
公
立
小
中
学

校
の
体
育
館
の
冷
房
設
置
に
は

地
域
格
差
が
あ
る
。
近
年
の
自

然
災
害
の
激
甚
化
、
頻
発
化
を

踏
ま
え
る
と
、
指
定
避
難
所
に

早
急
に
冷
房
設
置
が
望
ま
れ
る
。

設
置
計
画
、
想
定
事
業
費
や
、

補
助
金
申
請
に
よ
る
試
算
な
ど
、

検
討
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
町
長
　
事
業
費
の
試
算
は

行
っ
て
い
な
い
。
設
置
計
画
な

ど
補
助
金
の
状
況
を
踏
ま
え
検

討
し
て
い
く
。

問
　
防
災
施
設
の
ト
イ
レ
充
足

率
や
多
目
的
ト
イ
レ
の
設
置
状

況
と
、
不
足
分
に
つ
い
て
の
対

策
を
伺
う
。

答
　
町
長
　
簡
易
ト
イ
レ
お
よ

び
目
隠
し
用
テ
ン
ト
を
備
蓄
、

多
目
的
ト
イ
レ
は
８
カ
所
に
設

置
。
ト
イ
レ
充
足
率
は
過
去
、

▲多目的トイレ設置の促進を

オストメイト
対応トイレ

オムツ交換台

可動式手すり

防災コミュニティセンター　多目的トイレ

ベビーシート

っ
た
場
合
、
各
関
係
機
関
と
ど

の
よ
う
な
調
整
を
図
っ
て
い
か

れ
る
か
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や

ス
ピ
ー
ド
感
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
町
長
　
地
権
者
の
皆
さ
ま

や
各
関
係
機
関
と
の
信
頼
関
係

を
維
持
し
、
誠
意
を
も
っ
て
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
協
議
し
て

い
く
。

し
た
。

問
　
本
構
想
は
国
の
６
省
庁
や

県
、
企
業
、
地
権
者
な
ど
の
関

係
機
関
と
計
画
し
推
進
し
て
き

た
。
計
画
見
直
し
や
中
止
と
な

災
害
時
仮
設
ト
イ
レ
を
準
備
し

た
。

問
　
学
力
不
振
や
不
登
校
は
当

町
で
も
課
題
だ
が
、
民
間
と
学

校
や
ケ
ア
ハ
ウ
ス
、
地
域
と
の

連
携
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答
　
町
長
　
学
力
向
上
、
不
登

校
に
つ
い
て
、
民
間
と
ど
の
よ

う
な
連
携
が
可
能
か
確
認
し
今

後
検
討
す
る
。

問
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
受

け
入
れ
を
農
業
関
係
に
限
定
せ

ず
、
教
育
環
境
の
充
実
を
目
的

と
す
る
な
ど
枠
を
広
げ
て
は
ど

う
か
。

答
　
町
長
　
本
町
の
教
育
課
題

を
解
決
す
る
た
め
多
様
な
人
材

の
確
保
が
必
要
。
今
後
は
学
習

塾
の
運
営
に
向
け
た
検
討
と
と

も
に
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

活
用
も
含
め
た
必
要
な
人
材
の

確
保
に
努
め
て
い
く
。

問
　
学
校
行
事
の
際
に
駐
車
場

が
少
な
い
と
い
う
声
が
あ
る
。

安
全
面
の
課
題
や
敷
地
確
保
な

ど
難
し
い
問
題
だ
が
ど
の
よ
う

に
検
討
さ
れ
て
い
る
か
伺
う
。

答
　
町
長
　
旧
中
村
駐
在
所
跡

地
を
今
年
４
月
か
ら
利
用
開
始

問

答

問 問答 答答

問問

問

答答

指定避難所に冷房設置を

補助金の状況を踏まえ検討（町長）

令和７年11月

№220
おおさとおおさと
みんなの議会みんなの議会

教
育
環
境
の
充
実

Ｓ
Ｓ
Ｐ
構
想

田中  三惠子
なかた み え こ

議員

14
№217 みんなの議会みんなの議会

令和７年11月

№220
おおさとおおさと
みんなの議会みんなの議会

しんいちき　す

のりゆきあか　ま　

けい　こ　すず　き　　

あきふみかま　    だ　

やすのりすず　き　

としひろすず　き　

かず　おさ　さ　き　　

しげゆきあか　ま　

み　え　こ　　　た　なか

質問議員 質　　問　　件　　名

１．防災に強い町づくりについて
２．教育環境について
３．おおさとＳＳＰ構想について
１．今後の町政運営について
２．公用車へのドライブレコーダー設置向上と事故防止対策について
３．災害時におけるペットの同行避難について
１．新町長の公約について
２．水道事業について
３．町民の福祉向上について

１．小・中学校での暑さ対策
２．フードドライブ＆フードバンクを
３．大郷中学校の校庭整備を

１．既存の施設の有効活用について
２．ＳＳＰ事業について

１．子供たちの未来に支援を
２．在宅介護家庭の支援について

１．「まちづくりはひとづくり」について
２．ＳＳＰ構想について

１．ＳＳＰ構想について

１．新しい「おおさと」について
２．再生可能エネルギー普及に伴う現状と今後の課題について

次ページから一般質問

掲載ページ

9名が町政を質す!9名が町政を質す!

田中三惠子 議員

金須　新一 議員

鎌田　暁史 議員

鈴木　安則 議員

鈴木　利博 議員

赤間　繁幸 議員

鈴木　恵子 議員

赤間　則幸 議員

佐々木和夫 議員

田中三惠子 議員

Ｐ15

Ｐ16

Ｐ17

Ｐ18

Ｐ19

Ｐ20

Ｐ21

Ｐ22

Ｐ23



一
般
質
問

17

　
　
ス
マ
ー
ト
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー

ク
（
Ｓ
Ｓ
Ｐ
）
構
想
の
見
直
し

作
業
の
概
要
は
。

　
　
町
長
　
こ
れ
ま
で
関
係
し

て
き
た
各
行
政
機
関
、
地
権
者

の
皆
さ
ま
と
の
対
話
の
場
を
設

け
、
多
角
的
な
視
点
か
ら
課
題

を
洗
い
出
す
作
業
を
進
め
て
い

く
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
開
か
れ

た
形
で
、
丁
寧
に
進
め
て
い
く

こ
と
を
約
束
す
る
。

問
　
吉
田
川
の
河
道
掘
削
は
今

年
度
末
で
終
了
予
定
。
盛
土
に

必
要
な
土
量
の
確
保
は
困
難
で

は
。

答
　
町
長
　
代
替
と
な
る
土
砂

の
確
保
や
、
残
土
の
有
効
活
用

が
可
能
な
新
た
な
手
法
の
有
無

な
ど
確
認
を
進
め
て
い
く
。

問
　
奨
学
資
金
返
済
免
除
制
度

の
創
設
は
。

答
　
町
長
　
今
後
、
本
町
と
し

て
の
制
度
の
在
り
方
を
検
討
し

▲ＳＳＰ事業の予定地（中粕川地区）

り
、
対
象
の
拡
大
は
考
え
て
い

な
い
。

問
　
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
定
期

接
種
の
自
己
負
担
額
を
引
き
下

げ
る
検
討
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

答
　
町
長
　
近
隣
自
治
体
と
比

較
し
て
も
自
己
負
担
額
が
高
い

と
は
考
え
て
い
な
い
。
今
後
も

近
隣
市
町
村
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

て
い
る
。

問
　
補
聴
器
購
入
費
助
成
の
条

件
を
緩
和
し
、
助
成
対
象
と
な

る
難
聴
者
を
拡
大
す
べ
き
で
は
。

答
　
町
長
　
非
課
税
世
帯
に
は

そ
の
費
用
負
担
が
大
き
い
こ
と

か
ら
、
対
象
者
を
設
定
し
て
お

て
い
く
。
ま
た
、
将
来
の
定
住

や
就
業
に
も
関
わ
る
こ
と
な
の

で
、
関
係
各
課
で
協
議
し
て
い

く
。

問
　
決
算
書
に
よ
る
と
、
令
和

３
年
度
で
減
価
償
却
費
か
ら
元

金
償
還
額
を
差
し
引
い
た
金
額

（
資
金
の
増
減
）
が
約
１
７
０

０
万
円
プ
ラ
ス
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
傾
向
は
今
後
も
続
く
の
か
。

答
　
町
長
　
減
価
償
却
費
は
令

和
３
年
度
の
粕
川
大
橋
添
架
管

更
新
工
事
、
令
和
４
・
５
年
度

の
粕
川
地
区
配
水
管
布
設
替
工

事
な
ど
に
よ
り
増
加
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
工
事
は
令
和
８
年
度

よ
り
償
還
開
始
と
な
る
の
で
、

元
金
償
還
額
は
、
今
後
増
加
と

な
る
見
込
み
で
あ
る
。

問
　
水
道
事
業
経
営
戦
略
で
は
、

令
和
９
年
度
に
10
％
の
料
金
改

定
を
見
込
む
。
毎
年
資
産
が
増

え
て
い
る
状
況
で
、
料
金
改
定

は
必
要
な
い
。

答
　
町
長
　
昨
今
の
物
価
・
人

件
費
の
上
昇
の
ほ
か
、
老
朽
化

し
た
設
備
の
更
新
費
用
も
増
加

し
て
お
り
、
料
金
改
定
の
検
討

は
避
け
ら
れ
な
い
状
況
と
な
っ

問

問答

答

問 問答答

問問 答答問答

「ＳＳＰ構想」見直しの方針は

開かれた形で丁寧に進めていく（町長）

令和７年11月

№220
おおさとおおさと
みんなの議会みんなの議会

水
道
事
業

町
民
の
福
祉
向
上

かま だ あき ふみ

鎌田　暁史議員
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問
　
災
害
時
に
は
飼
い
主
は
ペ

ッ
ト
と
同
行
避
難
す
る
こ
と
が

原
則
に
な
っ
て
い
る
が
、
知
ら

な
い
方
も
多
く
、
受
け
入
れ
体

制
も
十
分
と
は
言
え
な
い
。
取

り
組
み
の
現
状
は
。

　
　
町
長
　
現
状
と
し
て
行
っ

て
い
な
い
が
、
令
和
６
年
６
月

に
国
の
﹁
防
災
基
本
計
画
﹂
が

修
正
さ
れ
、
避
難
所
に
ペ
ッ
ト

の
同
行
避
難
を
適
切
に
受
け
入

問
　
災
害
時
に
は
飼
い
主
は
ペ

ッ
ト
と
同
行
避
難
す
る
こ
と
が

原
則
に
な
っ
て
い
る
が
、
知
ら

な
い
方
も
多
く
、
受
け
入
れ
体

制
も
十
分
と
は
言
え
な
い
。
取

り
組
み
の
現
状
は
。

　
　
町
長
　
現
状
と
し
て
行
っ

て
い
な
い
が
、
令
和
６
年
６
月

に
国
の
﹁
防
災
基
本
計
画
﹂
が

修
正
さ
れ
、
避
難
所
に
ペ
ッ
ト

の
同
行
避
難
を
適
切
に
受
け
入

れ
る
こ
と
が
追
加
と
な
り
、
関

係
団
体
と
の
連
携
に
つ
い
て
協

議
し
て
い
く
。

問
　
啓
発
広
報
活
動
に
つ
い
て

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

　
　
町
長
　
関
係
団
体
と
協
議

し
た
後
に
周
知
し
て
い
く
。

問
　
同
行
避
難
に
特
化
し
た
訓

練
を
行
う
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　
　
町
長
　
防
災
訓
練
等
に
お

い
て
、
実
施
可
能
か
ど
う
か
検

討
し
て
い
く
。

れ
る
こ
と
が
追
加
と
な
り
、
関

係
団
体
と
の
連
携
に
つ
い
て
協

議
し
て
い
く
。

問
　
啓
発
広
報
活
動
に
つ
い
て

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

　
　
町
長
　
関
係
団
体
と
協
議

し
た
後
に
周
知
し
て
い
く
。

問
　
同
行
避
難
に
特
化
し
た
訓

練
を
行
う
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　
　
町
長
　
防
災
訓
練
等
に
お

い
て
、
実
施
可
能
か
ど
う
か
検

討
し
て
い
く
。

り
、
多
く
の
自
治
体
で
導
入
さ

れ
て
い
る
。
本
町
で
は
、
ド
ラ

レ
コ
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て

い
る
の
か
。

　
　
町
長
　
交
通
事
故
発
生
時

や
あ
お
り
運
転
の
被
害
に
あ
っ

た
場
合
の
状
況
確
認
の
ほ
か
、

職
員
の
安
全
運
転
へ
の
意
識
を

高
め
る
こ
と
な
ど
に
活
用
し
て

い
る
。

問
　
設
置
計
画
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

   

　
町
長
　
現
在
公
用
車
２
台

に
設
置
し
て
い
る
が
、
安
全
運

転
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
に

必
要
と
考
え
て
い
る
の
で
、
順

次
設
置
に
向
け
て
検
討
し
て
い

く
。

問
　
公
用
車
を
運
行
す
る
際
の

免
許
証
確
認
、
有
効
期
間
確
認
、

ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を

ど
の
よ
う
な
方
法
で
実
施
し
て

い
る
か
。

 

　 
町
長
　
運
転
免
許
証
は
、

毎
年
４
月
に
各
課
長
が
目
視
に

よ
り
確
認
し
、
公
用
車
運
転
の

前
後
に
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
カ

ー
に
よ
り
確
認
し
て
い
る
。

問
　
本
町
の
将
来
像
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　
町
長　
﹁
た
し
か
な
未
来

を
創
造
し
、
夢
と
希
望
の
あ
る

ま
ち
﹂
を
町
民
の
皆
さ
ま
と
共

に
築
き
上
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問
　
今
後
Ｓ
Ｓ
Ｐ
構
想
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
く
の
か
。

　
　
町
長
　
こ
れ
ま
で
の
協
議

を
通
じ
て
構
築
さ
れ
た
地
権
者

の
皆
さ
ま
や
各
関
係
機
関
と
の

信
頼
関
係
を
維
持
し
、
誠
意
を

も
っ
て
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

協
議
し
て
い
く
。

問
　
公
用
車
へ
ド
ラ
レ
コ
を
設

置
す
る
こ
と
は
、
動
く
防
犯
カ

メ
ラ
と
し
て
非
常
に
有
効
で
あ

今 後 の 町 政 運 営 は

一
般
質
問

▲公用車へのドラレコ設置向上を

問答 答答

問問 答

答

答

問

問答 答問問

問

公
用
車
へ
の
ド
ラ
レ
コ

設
置
向
上
と
事
故
防
止

対
策

災
害
時
に
お
け
る

ペ
ッ
ト
の
同
行
避
難

金須　新一
き す しん いち

議員

町民の皆さまと共に築き上げていく（町長）



一
般
質
問

19

　
　
大
郷
中
学
校
校
庭
の
土
が

か
な
り
少
な
い
状
況
で
あ
る
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
造
成
工
事
を
す

る
考
え
は
。

　
　
町
長
　
学
校
に
校
庭
の
状

況
を
確
認
し
て
い
く
。

問
　
熱
中
症
対
策
と
し
て
、
い

ろ
ん
な
ア
イ
テ
ム
が
あ
る
。
今

後
、
ネ
ッ
ク
ク
ー
ラ
ー
の
利
用

が
ま
す
ま
す
増
え
る
と
思
う
。

学
校
内
で
利
用
し
、
外
気
温
で

だ
ん
だ
ん
効
き
目
が
薄
れ
て
い

く
の
を
復
活
す
る
た
め
に
、
各

教
室
に
冷
凍
庫
な
ど
を
標
準
装

備
し
て
は
。

　
　
町
長
　
近
年
、
毎
年
の
よ

う
に
夏
の
暑
さ
が
更
新
さ
れ
、

今
年
は
統
計
上
最
も
高
い
気
温

と
な
っ
た
。
熱
中
症
対
策
と
し

▲フードバンクが住民の潤滑油に

問
　
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
利
用
者

を
月
単
位
で
更
新
し
、
生
活
困

窮
者
に
寄
り
添
っ
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

答
　
町
長
　
﹁
フ
ー
ド
バ
ン
ク

の
利
用
﹂
は
基
本
的
に
原
則
１

回
と
思
わ
れ
る
。
毎
月
利
用
で

き
る
制
度
で
は
な
い
と
考
え
て

い
る
。
長
期
間
の
生
活
困
窮
が

見
込
ま
れ
る
方
は
、
生
活
保
護

の
申
請
を
。

　
　
町
長
　
﹁
フ
ー
ド
ド
ラ
イ

ブ
﹂
に
つ
い
て
は
、
本
町
で
設

置
し
て
い
な
い
が
、
社
会
福
祉

協
議
会
で
連
携
し
て
い
る
フ
ー

ド
バ
ン
ク
か
ら
、
必
要
な
時
に

対
応
で
き
る
よ
う
連
絡
を
密
に

し
て
い
る
。
実
際
に
フ
ー
ド
バ

ン
ク
へ
つ
な
げ
る
よ
う
な
相
談

は
年
10
件
程
度
で
あ
り
、
町
独

自
で
の
設
置
に
関
し
て
は
必
要

に
応
じ
検
討
し
て
い
く
。

て
の
ネ
ッ
ク
ク
ー
ラ
ー
利
用
に

つ
い
て
は
、
環
境
省
の
保
険
マ

ニ
ュ
ア
ル
で
も
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
本
町
の
利
用
状
況
と
し
て

は
、
小
学
校
で
は
、
ネ
ッ
ク
ク

ー
ラ
ー
の
利
用
制
限
を
し
て
い

な
い
が
、
今
年
の
利
用
者
は
い

な
か
っ
た
。
中
学
校
で
は
利
用

さ
せ
て
い
な
い
。

　
ネ
ッ
ク
ク
ー
ラ
ー
は
、
タ
オ

ル
式
、
保
冷
剤
式
、
電
気
式
な

ど
種
類
が
あ
り
、
小
学
校
で
の

利
用
者
が
増
え
る
こ
と
が
あ
れ

ば
設
置
を
検
討
し
て
い
く
。

問
　
物
価
高
騰
の
影
響
に
よ
り
、

食
料
に
困
窮
し
て
い
る
方
も
い

る
。
フ
ー
ド
ロ
ス
と
生
活
困
窮

者
を
上
手
く
結
び
つ
け
る
も
の

が
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
＆
フ
ー

ド
バ
ン
ク
と
考
え
る
。

 

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
町
内
５

〜
10
カ
所
く
ら
い
に
設
置
し
、

フ
ー
ド
ロ
ス
を
な
る
べ
く
減
ら

す
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
が
生
活

困
窮
者
へ
の
大
き
な
助
け
に
な

る
と
思
う
が
、
実
際
に
取
り
組

む
考
え
は
。

問答

答

問

答問 問答

大郷中学校校庭の整備を

状況を確認し、対応していく（町長）

令和７年11月

№220
おおさとおおさと
みんなの議会みんなの議会

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
＆

フ
ー
ド
バ
ン
ク
を

小
・
中
学
校
で
の

暑
さ
対
策

すず き とし ひろ

鈴木　利博議員
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と
考
え
て
い
る
。
地
権
者
の
皆

さ
ま
と
一
堂
に
会
し
て
意
見
交

換
で
き
る
場
を
速
や
か
に
準
備

し
て
い
く
。

問
　
Ｓ
Ｓ
Ｐ
構
想
が
白
紙
撤
回

と
な
れ
ば
、
粕
川
地
区
60
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
土
地
利
用
を
ど
う
す

る
の
か
。

答
　
町
長
　
こ
の
広
大
な
土
地

が
町
の
将
来
に
と
っ
て
重
要
な

資
産
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

現
時
点
で
白
紙
撤
回
す
る
判
断

に
は
至
っ
て
な
い
。

　
今
後
は
、
関
係
機
関
や
町
民

の
皆
さ
ま
の
意
見
や
意
向
を
伺

い
な
が
ら
、
町
の
総
合
的
な
土

地
利
用
計
画
の
中
で
、
最
も
有

効
な
活
用
方
法
を
検
討
し
て
い

く
。

問
　
関
係
者
や
町
民
と
話
し
合

っ
て
結
論
を
出
す
べ
き
と
報
道

等
に
あ
る
が
い
つ
頃
か
。

答
　
町
長　
関
係
者
の
皆
さ
ま
、

そ
し
て
町
民
の
皆
さ
ま
と
の
丁

寧
な
対
話
と
、
事
業
の
徹
底
的

な
再
検
証
に
時
間
を
要
す
る
と

考
え
て
い
る
。

　
拙
速
な
判
断
は
将
来
に
禍
根

を
残
す
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い

た
め
、
現
時
点
で
は
具
体
的
な

時
期
を
明
言
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
が
で
き
る
だ
け
早
期
に

方
向
性
を
お
示
し
で
き
る
よ
う
、

最
善
を
尽
く
し
て
い
く
。

問
　
地
権
者
と
の
意
見
交
換
の

場
を
持
つ
考
え
は
あ
る
の
か
。

答
　
町
長
　
地
権
者
の
皆
さ
ま

が
こ
の
事
業
に
寄
せ
ら
れ
て
き

た
期
待
と
こ
れ
ま
で
の
苦
労
を

深
く
理
解
し
て
い
る
。
地
権
者

の
皆
さ
ま
と
の
話
し
合
い
の
場

は
、
最
優
先
で
設
定
す
る
べ
き

「ＳＳＰ構想」結論は

一
般
質
問

▲ＳＳＰ事業予定地の土地利用は

問答

問答 答問

事業の徹底的な再検証に時間を要する（町長）

すず き やす のり

鈴木　安則議員
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問
　選
挙
公
約
で
在
宅
介
護
手

当
支
給
制
度
の
創
設
と
あ
っ
た

が
、
所
見
を
伺
う
。

答
　
町
長
　
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
せ
ず
、
在
宅
で
介
護

を
受
け
て
い
る
方
を
支
援
す
る

た
め
、
在
宅
介
護
手
当
支
給
制

度
の
創
設
を
考
え
て
い
る
。

 

詳
細
に
現
状
を
把
握
し
、
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
量
の
算
出
、
す

で
に
実
施
し
て
い
る
他
自
治
体

の
事
例
な
ど
を
参
考
に
、
実
施

に
向
け
た
調
査
、
検
討
を
行
っ

て
い
く
。

　
　高
校
生
・
大
学
生
の
住
民

バ
ス
利
用
無
償
化
や
通
学
補
助

金
な
ど
を
支
援
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
　町
長
　
町
全
体
の
公
共
交

シ
ッ
プ
は
ま
だ
し
て
い
な
い
。

今
後
、
検
討
し
て
い
く
。

問
　他
県
へ
進
学
し
た
方
が
地

域
に
関
心
を
持
ち
続
け
る
こ
と

で
、
将
来
、
こ
の
町
に
戻
る
、

住
み
続
け
る
選
択
肢
が
育
つ
の

で
は
。

　
　商
工
観
光
課
長
　
町
内
の

企
業
に
就
職
す
る
と
い
う
の
は

町
の
人
口
を
増
や
す
、
町
を
活

性
化
さ
せ
る
と
い
う
と
こ
ろ
で

大
き
な
選
択
肢
の
一
つ
か
と
思

う
が
、
企
業
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

す
る
と
こ
ろ
か
ら
と
思
う
。

通
の
再
編
を
行
い
、
学
生
も
含

め
た
利
用
者
の
利
便
性
を
高
め
、

よ
り
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
支

援
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

問
　町
内
出
身
の
先
輩
方
の
話

を
聞
く
機
会
を
設
け
て
は
。

　
　町
長
　
今
後
、
町
内
出
身

者
や
ゆ
か
り
の
あ
る
方
、
ス
ポ

ー
ツ
選
手
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

の
刺
激
に
な
る
よ
う
な
授
業
の

実
施
を
検
討
し
て
い
く
。

問
　町
内
の
学
生
に
、
町
で
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
手
助
け
を

し
て
は
。

　
　町
長
　
町
内
の
企
業
を
訪

問
す
る
機
会
な
ど
を
利
用
し
て
、

ま
ず
は
企
業
の
考
え
を
聞
き
取

り
、
ニ
ー
ズ
の
有
無
を
把
握
し

た
上
で
、
必
要
性
を
検
討
し
て

い
く
。

問
　大
郷
町
役
場
は
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
受
け
入
れ
を
し
て
い

る
か
。

答
　総
務
課
長
　
現
在
の
と
こ

ろ
、
し
て
い
な
い
。

問
　町
と
学
生
を
結
ぶ
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
町
の
将
来
を

見
据
え
た
地
域
づ
く
り
の
一
歩

だ
と
思
う
が
。

答
　総
務
課
長
　
以
前
、
中
学

生
の
職
場
体
験
を
実
施
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
イ
ン
タ
ー
ン

▲安心して在宅介護を

問答

問

問

答問答

答

在宅介護家庭の支援の詳細は

調査、検討を行っていく（町長）

令和７年11月

№220
おおさとおおさと
みんなの議会みんなの議会

すず き

鈴木　恵子議員
けい こ

問答

問答 子
供
た
ち
の
未
来
に

支
援
を

問答
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問
　S
S
P
構
想
に
つ
い
て
は

中
身
が
決
ま
っ
て
な
く
、
そ
の

賛
否
を
町
長
選
で
問
う
こ
と
へ

違
和
感
を
感
じ
て
い
た
。
構
想

に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

答
　町
長　
中
身
の
固
ま
っ
て

い
な
い
本
構
想
の
是
非
を
問
う

こ
と
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
と

っ
て
も
、
事
業
推
進
に
と
っ
て

も
、
健
全
な
形
で
は
な
い
と
考

え
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、

町
民
の
皆
さ
ま
が
町
の
将
来
に

つ
い
て
強
い
関
心
を
も
っ
て
い

る
こ
と
の
表
れ
で
も
あ
る
。

　
私
の
考
え
る
Ｓ
Ｓ
Ｐ
構
想
は
、

決
し
て
﹁
ゼ
ロ
か
ヒ
ャ
ク
か
﹂

の
二
元
論
で
語
ら
れ
る
べ
き
も

の
で
は
な
く
、
こ
の
構
想
を
徹

底
的
に
見
直
し
、
町
民
の
皆
さ

ま
に
納
得
し
て
い
た
だ
け
る
形

に
し
て
い
く
こ
と
が
、
私
の
使

命
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
構
想
が
町
の
未
来
に
と
っ
て
、

真
に
プ
ラ
ス
と
な
る
事
業
か
を

し
っ
か
り
と
見
極
め
、
慎
重
に

検
討
を
重
ね
て
い
く
。

問
　職
員
一
人
一
人
が
や
る
気

と
熱
意
を
も
っ
て
成
長
す
れ
ば
、

組
織
も
良
く
な
り
、
良
い
政
策

が
生
ま
れ
、
町
の
発
展
に
つ
な

が
っ
て
い
く
と
考
え
る
が
、
職

員
に
期
待
す
る
こ
と
は
。

答
　町
長　
就
任
時
に
﹁
職
員

が
自
ら
考
え
、
自
ら
提
案
し
、

自
ら
行
動
す
る
こ
と
﹂
を
職
員

に
話
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
職
員
に
自
分
の

意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
い

た
だ
き
、
町
政
に
反
映
し
て
い

く
こ
と
で
、
職
員
の
主
体
性
や

創
造
性
が
育
ま
れ
、
職
員
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
や
風
通
し

の
良
い
職
場
環
境
を
構
築
で
き

る
も
の
と
考
え
る
。

職員に期待することは

一
般
質
問

▲みんなの力で素晴らしい大郷へ

問答

問答

Ｓ
Ｓ
Ｐ
構
想
に
つ
い

て
の
考
え
は

自ら考え、自ら提案し、自ら行動を（町長）

あか ま しげ ゆき

赤間　繁幸議員



一
般
質
問
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ささ き かず お

佐々木  和夫議員

　
　
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

具
体
的
な
誘
致
の
方
法
は
。

　
　
町
長
　
大
郷
町
の
諸
条
件

の
ほ
か
移
動
販
売
車
導
入
で
売

上
向
上
が
期
待
で
き
る
な
ど
の

メ
リ
ッ
ト
を
提
示
す
る
。

問
　
住
民
バ
ス
な
ど
の
公
共
交

通
機
関
の
見
直
し
は
。

答
　
町
長
　
大
郷
町
地
域
公
共

交
通
協
議
会
を
設
立
し
具
体
的

な
取
組
み
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

問
　
町
営
学
習
塾
の
開
設
は
。

答
　
町
長
　
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
ど
の
よ
う
な
形
態
が
よ
い

か
検
討
し
早
期
開
設
に
向
け
調

査
す
る
。

問
　
令
和
６
年
３
月
時
の
着
工

と
今
年
度
の
申
請
状
況
は
。

答
　
町
長
　
令
和
６
年
３
月
時

点
で
の
申
請
案
件
６
件
の
う
ち

３
件
は
工
事
完
了
、
２
件
が
未

着
工
、
１
件
事
業
中
止
。
今
年

度
の
申
請
件
数
は
８
件
で
あ
る
。

問
　
太
陽
光
パ
ネ
ル
処
理
が
懸

念
さ
れ
る
。

答
　
町
長
　
廃
棄
費
用
積
立
制

度
に
よ
り
、
事
業
者
は
事
業
終

了
後
の
廃
棄
費
用
を
積
み
立
て

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
適
正
に
処
理
さ

れ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

問
　
太
陽
光
発
電
所
の
安
全
対

策
と
管
理
は
。

答
　
町
長
　
事
故
防
止
の
た
め

発
電
所
内
に
入
る
こ
と
が
で
き

な
い
よ
う
柵
を
設
置
す
る
よ
う

指
導
し
て
い
る
。
ま
た
、
除
草

管
理
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
問

題
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ

る
の
で
、
適
正
な
管
理
を
行
う

よ
う
求
め
て
い
る
。

問答問 問答 答

問

問

答 答問答

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
現
状
と
課
題
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い
る
。
駐
車
場
改
良
に
関
す
る

検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問
　
開
発
セ
ン
タ
ー
の
利
用
実

態
と
取
り
組
み
、
図
書
館
の
充

実
度
と
成
果
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
町
長
　
開
発
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
、
令
和
6
年
度
実
績

と
し
て
延
べ
６
５
９
回
９
５
４

人
の
方
に
利
用
い
た
だ
い
た
。

効
果
的
な
施
設
の
活
用
方
法
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　
図
書
室
に
つ
い
て
は
、
令
和

い
る
。
駐
車
場
改
良
に
関
す
る

検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問
　
開
発
セ
ン
タ
ー
の
利
用
実

態
と
取
り
組
み
、
図
書
館
の
充

実
度
と
成
果
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
町
長
　
開
発
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
、
令
和
6
年
度
実
績

と
し
て
延
べ
６
５
９
回
９
５
４

人
の
方
に
利
用
い
た
だ
い
た
。

効
果
的
な
施
設
の
活
用
方
法
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　
図
書
室
に
つ
い
て
は
、
令
和

た
。

問
　
本
当
に
賃
料
の
金
額
は
、

示
さ
な
か
っ
た
の
か
、
具
体
的

な
金
額
を
言
わ
な
か
っ
た
の
か
。

答
　
町
長
　
話
し
合
い
の
中
で
、

提
案
で
は
な
く
、﹁
年
間
１
千

万
〜
２
千
万
払
う
こ
と
が
で
き

な
い
か
﹂
と
い
う
お
話
を
し
た
。

問
　
物
産
館
2
階
を
有
効
活
用

し
て
い
く
た
め
の
実
態
調
査
を

し
て
い
る
か
伺
う
。

答
　
商
工
観
光
課
　
2
階
は
、

キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
の
ほ
か
会
議

ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活
用
し
て
い

る
が
、
道
の
駅
へ
の
一
層
の
誘

客
促
進
の
た
め
に
は
、
2
階
の

有
効
活
用
は
必
要
で
あ
る
。

　
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
め
る
場

と
す
る
た
め
、
今
後
検
証
を
行

い
、
2
階
ス
ペ
ー
ス
の
有
効
活

用
を
含
め
た
物
産
館
全
体
の
活

性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問
　
物
産
館
駐
車
場
整
備
は
、

ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
く
の
か
。

答
　
町
長
　
現
在
の
駐
車
場
で

は
不
便
で
あ
る
と
の
声
も
あ
り

利
便
性
向
上
の
た
め
、
駐
車
場

の
改
良
の
必
要
性
は
認
識
し
て

問
　
今
後
の
、
Ｓ
Ｓ
Ｐ
事
業
を

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
伺

う
。

答
　
町
長　
﹁
今
後
の
進
め
方
﹂

に
つ
い
て
は
、
進
出
を
予
定
し

て
い
た
企
業
が
撤
退
を
表
明
し

た
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
構
想
全

体
の
見
直
し
を
進
め
る
。

問
　
ス
ポ
ー
ツ
X
社
が
撤
退
と

な
っ
た
。
町
と
の
話
し
合
い
で

賃
料
ア
ッ
プ
や
コ
ー
ト
の
縮
小

化
な
ど
が
原
因
に
な
り
撤
退
し

た
の
で
は
な
い
か
。

答
　
復
興
推
進
課
長
　
そ
う
い

っ
た
要
素
も
あ
っ
た
か
と
思
う
。

た
だ
、
一
番
は
今
回
の
町
長
選

挙
の
民
意
的
な
部
分
も
重
く
受

け
止
め
ら
れ
て
い
た
と
認
識
し

て
い
る
。

問
　
そ
の
話
し
合
い
の
中
で
、

賃
料
が
ど
の
く
ら
い
に
な
る
の

か
、
提
案
を
し
た
の
か
。

答
　
町
長
　
提
案
は
し
な
か
っ

ス ポ ー ツ Ｘ 社 が 撤 退

一
般
質
問

▲中止となったＳＳＰ事業計画図

問答答 答

答 問

問

答答 問問

問 既
存
の
施
設
の

有
効
活
用
を

最善の解決策を模索していく（町長）

問答

あか ま のり ゆき

赤間　則幸議員

6
年
実
績
と
し
て
延
べ
１
６
４

４
人
の
方
に
利
用
い
た
だ
き
、

貸
出
冊
数
は
、
５
８
６
２
冊
で

あ
っ
た
。
利
用
者
数
を
増
や
す

取
り
組
み
と
し
て
、
リ
ク
エ
ス

ト
に
よ
る
読
み
た
い
本
の
購
入

や
興
味
を
も
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
見
出
し
づ
く
り
に
努
め

て
い
る
。
多
く
の
皆
さ
ま
に
利

用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
引
き

続
き
利
用
促
進
に
取
り
組
ん
で

い
く
。
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　８
月
31
日
執
行
の
議
会
議

員
の
補
欠
選
挙
の
結
果
、
鈴

木
安
則
議
員
（
１
回
目
）
が

当
選
し
ま
し
た
。

議　長

石垣　正博

鈴木　安則 議員

　総
務
課
、
財
政
課
、
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
、

復
興
推
進
課
、
税
務
課
、
農
林
振
興
課
、
商
工

観
光
課
、
地
域
整
備
課
、
上
下
水
道
課
、
会
計

課
、
農
業
委
員
会
、
選
挙
管
理
委
員
会
、
監
査

委
員
の
所
管
に
関
す
る
事
項
の
調
査
等
を
行
い

ま
す
。

　委
　員
　長

　鎌
田

　暁
史

　副
委
員
長

　鈴
木

　恵
子

　委

　
　員

　佐
々
木
和
夫

　
　熱
海

　文
義

　
　
　
　
　
　高
橋

　重
信

　町
民
課
、
保
健
福
祉
課
、
教
育
委
員
会
の
所

管
に
関
す
る
事
項
の
調
査
等
を
行
い
ま
す
。

　委
　員
　長

　田
中
三
惠
子

　副
委
員
長

　金
須

　新
一

　委

　
　員

　鈴
木

　安
則

　
　赤
間

　繁
幸

　
　
　
　
　
　鈴
木

　利
博

　
　赤
間

　則
幸

　議
会
広
報
の
発
行
に
関
す
る
調
査
、
記
録
、

取
材
及
び
編
集
等
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
議
会

の
広
聴
に
関
す
る
調
査
等
を
行
い
ま
す
。

　委
　員
　長

　高
橋

　重
信

　副
委
員
長

　鎌
田

　暁
史

　委

　
　員

　鈴
木

　安
則

　
　赤
間

　繁
幸

　
　
　
　
　
　鈴
木

　恵
子

　
　田
中
三
惠
子

　議
会
の
運
営
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
議
会
の

運
営
方
法
を
協
議
し
た
り
、
議
長
か
ら
諮
問
さ

れ
た
事
項
等
に
つ
い
て
調
査
や
審
査
を
行
い
ま

す
。　委

　員
　長

　鈴
木

　利
博

　副
委
員
長

　赤
間

　繁
幸

　委

　
　員

　鎌
田

　暁
史

　
　鈴
木

　恵
子

　
　
　
　
　
　田
中
三
惠
子

　
　高
橋

　重
信

　佐
々
木
和
夫

新しい

　
第
３
回
臨
時
会
に
お
い
て
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
投
票
の

結
果
、
議
長
に
石
垣
正
博
氏
が
当
選
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
各
委
員
会
の
委
員
の
選
任
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
監
査
委
員
の
選
任
に
同
意
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

総
務
産
業
常
任
委
員
会

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

監  

査  

委  

員

教
育
民
生
常
任
委
員
会

議会構成
です
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議会の主な動き（7/1～9/30）

7/1

7/3～4

7/4

7/10

7/14

7/15

7/16

7/23

7/29

8/1

8/4

8/7

8/8

8/17

8/18

8/20

月　日 用　　　　　務 用　　　　　務

建町記念式典・教育民生常任委員会

宮城県町村議会議長会議員講座〔仙台市〕

北方領土返還要求県民フォーラム・宮城県民会議総会〔仙台市〕

黒川地方市町村議会連絡協議会総会

仙台北部道路建設促進期成同盟会総会〔富谷市〕

令和７年度大郷町ドローン活用推進協議会総会

黒川地域行政事務組合議会運営協議会〔大和町〕

宮城黒川地方町村議会議長会定例会議〔仙台市〕

仙台都市圏自動車専用道路整備促進期成会総会〔仙台市〕

吉田川流域溜池大和町外３市３ケ町村組合議会定例会〔大和町〕

黒川地方市町村議会連絡協議会役員会〔富谷市〕

宮城県町村議会議員セミナー〔利府町〕

黒川行政事務組合議会定例会〔大和町〕

おおさと地域振興公社に関する調査特別委員会

黒川地区女性防火クラブ研修会〔大和町〕

総務産業常任委員会〔仙台市〕

戦没者忠霊碑参拝・後期高齢者医療広域連合議会定例会〔仙台市〕

8/25

8/28

9/2

9/4

9/5

9/7

9/10

9/11

9/12～30

9/12

9/13

9/15

9/19

9/25

9/26

議会運営委員会

全国町村議会広報研修会〔東京都〕

議員全員協議会

第３回臨時会・議員全員協議会

議会運営委員会

大松沢地区民体育祭

議会運営委員会

秋の交通安全県民総ぐるみ運動大郷町拡大会議

第３回定例会

広報広聴常任委員会

ふながた若鮎まつり〔山形県舟形町〕

敬老会

秋の交通安全運動開始式

教育民生常任委員会

議員全員協議会・議会運営委員会

交通安全ゲートボール大会

おおさとスマートスポーツパーク構想に関する調査特別委員会

月　日

監査委員の選任に同意し、２件の報告がありました 第３回
臨時会
９月４日

可：可決　　否：否決　　○：賛成　　●：反対　　退：退席　　欠：欠席
※可否同数でない限り、議長（石垣正博）は採決に加わらない。
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高
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幸

鈴
木
利
博

鎌
田
暁
史

赤
間
繁
幸

鈴
木
安
則

採
決
結
果

議　　　　案　　　　名
（略　称）

分
　
類

同意

報告のみ

無記名投票

第
３
回
臨
時
会

報告第８号

報告第９号

同意第１号

専決処分の報告について

繰越明許費繰越計算書の訂正について

監査委員の選任

議案採決結果一覧表

【報告第８号】
　専決処分の報告

　令和７年度　一般会計補正予算（第

３号）を専決処分、８月31日投票の

町議会議員補欠選挙に関する予算

【報告第９号】
　繰越明許費繰越計算書の訂正

　令和６年度　一般会計繰越明許費繰

越計算書の財源内訳を訂正するもの

佐々木 和夫 議員
（川内）

〈任期〉

令和７年９月11日〜令和９年９月10日（２年間）

同意第１号

監査委員の選任



27 令和７年11月

№220
おおさとおおさと
みんなの議会みんなの議会

▲捕獲されたイノシシ▲物産館２階キッズスペース

その後の対応と今後の計画

その後どうなった… 第96回

これまでの意見・提言等
問　２階和室部分にテナントを募集しては。
　　建物の修繕を含め公社と相談し、検討し

ていく。

（令和６年９月定例会　　　　　　　
決算審査特別委員会意見提言より）

　物産館２階については、平成30年11月
のリニューアルオープン以来、キッズス
ペースとして、町内で閉校となった小学校
で使用していた、黒板や机と椅子、跳び箱
や平均台などを設置し、簡易的な遊び場と
して活用してまいりました。
 和室につきましても、未就学児のお子様
が遊べるおもちゃやテーブルを設置し、休
憩場所として使用いただいております。
 今後は、未就学児と保護者が安心して楽
しく過ごせる環境をつくるため、市販のお
もちゃを購入し、遊び場機能の強化を図り、
和室を含めた２階の効果的な活用を促進し
てまいります。 商工観光課

　大郷町わな猟免許取得・更新費補助金に
ついて、町の広報紙にて年３回程度周知し、
令和７年４月から９月末の期間に免許更新
に係る助成は２件ありました。今後も、新
たな担い手の確保が急務であることから、
資格取得および更新費用の補助金について、
啓発に努めてまいります。
　また、鳥獣による農作物への被害を軽
減・防止するため、電気柵等の鳥獣被害防
止施設の購入費を助成しております。
　今後も、鳥獣対策については、上記補助
金の活用と鳥獣被害対策実施隊の協力をい
ただきながら、対応を強化してまいります。
 農林振興課

その後の対応と今後の計画

これまでの意見・提言等
問　わな猟免許助成が１件しかなかったが。
答　補助金活用のＰＲを強化し、資格者を増

やすことで対策を推進していく。

（令和６年９月定例会　　　　　　　
決算審査特別委員会意見提言より）

追跡リポート追跡リポート追跡リポート
有害鳥獣対策の強化を物産館２階の有効活用を

tracking report

問
答

問
答
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　今回の調査で大きな発見があったのは、宮城

県は果樹栽培に向いているということである。

水稲・畜産の生産量は高いものの、果樹園芸に

おいては、まだまだ生産量は低い状況である。

　果樹栽培の管理は、大変なイメージがあるも

のの、「ＪＲフルーツパーク仙台あらはま」で

は、梨栽培において「ジョイント栽培」という

技術を採り入れることにより、樹木の生育をコ

ントロールし省力化することによって、早期多

収を可能にしている。

　また、運営状況の説明を受け、果樹のもぎ取

りにも大きな需要があるものと感じた。

　今後、町内での梨農家を普及させることによ

り、本町での果樹観光にも大きな成果が期待で

きるものと考える。

　今回の調査において、梨栽培が水稲よりも初

期投資が低く、反収が高いことを認識した。

　本町が、水稲・畜産の他に、梨の産地になる

ことによる果樹栽培と観光人口に大きな効果が

期待できるものと考える。

　「ＪＲフルーツパーク仙台あらはま」での取

り組みについて、ぜひ、町民に広く周知された

い。

教 育 民 生

【意見】

虐待防止対策について
〔町の現状〕虐待受理・対応件数は、令和５年

度をピークに減少傾向にある。子どもさん自身

や子どもさんを取り巻く家庭環境の多様化によ

り、複数の課題が重なっている事案も多く、対

応も複雑化している。昨年度、保健師１名が退

職し、今年度は保健師２名・社会福祉士１名の

３名体制で対応しているが、事案が重なった時

などは対応に苦慮している。

①これまでと同様に学校や医療機関、役場内の

関係部署と連携を図りながら、迅速な対応を

継続されたい。

②早期に専門職の人材確保に努め、職員が安心

して業務を遂行できる人事(職務経験者の配

置など)を含め、働きやすい環境づくりを強

化されたい。

子ども家庭センターについて
〔子ども家庭センター設立のメリット〕従来は

別々の機関・窓口で対応していた児童福祉と母

子福祉を統合することで、妊娠期から子育てま

での支援が一体化して提供できる。

①児童福祉や母子健康の専門家が連携して支援

を行うため、専門的な知識を持つ人材の確保

が求められる。人材確保と、研修やOJT等に

よる職員のスキル向上に努められたい。

②設立前からの周知・広報活動を強化し、利用

者が気軽に相談できる環境を整えられたい。

【意見】

【調査の概要】
　令和７年７月１日（火）、役場３階大会議室
において、町民課長補佐より説明を受け、児童
福祉・母子保健について調査した。

【調査の概要】
　令和７年８月18日（月）、「ＪＲフルーツパー
ク仙台あらはま」において、仙台ターミナルビ
ル株式会社観光農業部専門監（農学博士）から、
事業概要や運営状況等について説明を受け、産
業振興について調査した。

8
18

7
1

産業振興について調査児童福祉・母子保健について
常任委員会常任委員会

総 務 産 業
常任委員会常任委員会

「防災について」を調査します。
次
回
は「教育内容の充実や対策について」 を調査します。

次
回
は

▲農学博士から説明を受けている様子

▲役場３階大会議室にて
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「議員活動に役立つハラスメント対策」
場所：利府町文化交流センター（リフノス）文化会館

株式会社メンタル・リンク　代表取締役社長　宮本　剛志　氏

山本　陵二 さん
（吉ケ沢）
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３
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３
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大
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。
今
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を
迎
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す
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だ
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の
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大
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町
な
の
か
、

ま
だ
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理
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が
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す
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か
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ら
、
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郷
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き
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変
化
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時

期
に
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と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
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に
限
っ
た
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と
で
は
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か
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が
、
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か
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若
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が
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牽
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い
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手

で
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せ
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え
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私
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。
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さ
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崩
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な
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し
ま
す
か
。

正確で解りやすくをモットーに
より良い紙面づくりを目指します！

編
集
後
記

宮城県町村議会議員セミナー８/４

「インタビュー記事を足して 読まれる広報紙にしよう」

場所：LINE CUBE SHIBUYA（渋谷公会堂）

インタビューライター　丘村奈央子　氏

「スマートフォンを活用した撮影技術・動画作成の基本
　　　　　　　　  　 ～一人でもできる撮影ノウハウ、インタビュー撮影技術～」

映像講師・映像ディレクター・（公社）日本広報協会 広報アドバイザー　渡川　修一　氏

「議会活性化と連動した広報紙づくり
　　～住民の政治参加をうながすツールに～」

福岡県大刀洗町議会　議会広報委員会　委員長　平山　賢治　氏

町 村 議 会 広 報 研 修 会8/28
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